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一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定

議
案
の
審
議
／
水
道
料
金
を
値
下
げ

委
員
会
の
活
動
報
告
／
奨
学
金
制
度
を
拡
充

視
察
レ
ポ
ー
ト
／
先
進
地
に
学
ぶ

一
般
質
問
／
９
人
が
町
の
考
え
を
聞
く

編
集
後
記
・
こ
ど
も
た
ち
の
声
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第106号 平成15年（2003年）２月４日 ２

特
別
土
地
保
有
税
を
猶
予
し

た
事
業
者
が
、
開
発
を
中
断
し
た

場
合
の
徴
収
の
方
向
性
は
。

徴
収
猶
予
額
は
２
業
者
で
約
３

億
７
０
０
万
円
。
開
発
業
者
が
開

発
を
中
止
、
あ
る
い
は
取
り
下
げ

た
な
ら
ば
、
当
然
課
税
し
徴
収
す

る
。福

祉
公
社
の
補
助
金
な
ど
の
過

年
度
分
の
精
算
額
が
大
き
い
が
、

予
算
の
見
積
り
が
甘
い
の
で
は
。

介
護
保
険
の
収
入
額
が
見
積
り

を
上
回
っ
た
た
め
。

旅
費
の
減
額
の
要
因
は
。

旅
費
規
定
の
改
定
な
ど
に
よ
り

20
％
カ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

委
託
料
・
給
与
の
増
額
の
要

因
は
。

委
託
料
は
温
水
プ
ー
ル
の
管
理

委
託
料
。
給
与
は
定
期
昇
給
に
よ

る
も
の
。

レ
セ
プ
ト
点
検
の
効
果
は
。

過
誤
調
整
件
数
は
９
９
３
件
。

金
額
で
４
９
８
万
８，
３
４
１
円
の

効
果
が
あ
っ
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
集
団
検
診
が

混
雑
し
て
い
る
が
。

受
診
者
が
一
カ
所
に
集
中
し
な

い
よ
う
地
域
割
を
し
て
い
る
が
、

今
後
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き

る
よ
う
配
慮
し
て
い
く
。

緊
急
雇
用
の
交
付
金
は
、
地
域

の
雇
用
対
策
に
効
果
が
あ
っ
た
か
。

大
野
山
な
ど
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー

ト
の
管
理
や
、
森
林
保
全
の
作
業

員
の
新
規
雇
用
を
行
っ
た
。

「
緑
の
基
本
計
画
」
の
策
定
業

務
委
託
料
の
積
算
根
拠
は
。

基
準
に
基
づ
い
て
積
算
し
発
注

し
た
。
業
務
推
進
に
あ
た
り
、
緑

の
将
来
像
な
ど
の
骨
格
・
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
は
職
員
で
行
な
っ
た
。

３
市
１
町
で
、
消
防
職
員
の

相
互
派
遣
を
し
て
い
る
が
そ
の
成

果
は
。

人
的
交
流
を
始
め
て
２
年
目
に

入
り
、
職
員
同
士
の
交
流
の
幅
が

広
が
っ
た
。
応
援
体
制
が
円
滑
に

な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

学
校
図
書
は
基
準
の
充
足
率

を
満
た
し
て
い
る
か
。
ま
た
購
入

の
選
択
方
法
は
。

７
校
全
体
で
充
足
率
は
61
・

２
％
、
昨
年
に
比
較
し
て
７
ポ
イ

ン
ト
近
く
上
っ
た
。
本
の
選
択
は

各
学
校
で
必
要
な
内
容
を
検
討
し
、

子
ど
も
達
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
意
見
を
聞
き
な
が
ら
購
入
し
て

い
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

13年度決算は、９月定例議会で
決算特別委員会を設置。３日間慎
重に審査が行われ、12月定例議会
初日に、両委員長から一般会計、
８特別会計とも「認定すべきもの」
との報告を受け認定した。
なお、委員会の審査の過程で出

された主な質疑は次のとおり。

消防費消防費
4億1,9099 9万円万円

農林水産業費林水産業費
3億2,8600万円万円

その他その他
2億6322万円万円

民生費民生費
166億3,10000万円万円

教育費教育費
177億

2,8300万円万円

衛生費衛生費
122億6,7988万円万円

土木費土木費
166億

7,1188万円万円

総務費総務費
22億

9,1977万円万円

公債費公債費
144億5,3244万円万円

一般会計 歳出

住民一人あたりおよそ37万4千円

消防費
4億1,909万円

農林水産業費
3億2,860万円

その他
2億632万円

民生費
16億3,100万円

教育費
17億

2,830万円

衛生費
12億6,798万円

土木費
16億

7,118万円

総務費
22億

9,197万円

公債費
14億5,324万円

1099億
9,7688
万円万円

109億
9,768
万円

162億2,551万円 
平成13年度 平成13年度 

162億2,551万円 
決算を認定 決算を認定 決算を認定 

その
使い
道は
？ 

その
使い
道は
？ 

一
般
会
計

▼
歳
入
▲

▼
歳
出
▲



不
納
欠
損
額
が
あ
る
が
そ
の

理
由
は
。

所
在
不
明
、
財
産
の
不
明
に
よ

り
徴
収
で
き
な
か
っ
た
。

支
給
限
度
額
を
超
え
る
分
に

つ
い
て
個
人
負
担
と
な
る
が
、

該
当
者
は
満
足
し
て
い
る
か
、

ま
た
利
用
率
は
。

大
半
が
満
足
し
て
い
る
。
利
用

率
は
全
国
平
均
と
大
き
く
変
わ
ら

な
い
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
い

が
安
全
対
策
は
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
老

人
ク
ラ
ブ
等
で
安
全
指
導
を
実
施

し
て
い
る
。

貸
付
金
の
回
収
見
込
み
は
。

毎
月
一
部
を
徴
収
し
て
い
る
。

訪
問
に
よ
る
督
促
も
行
っ
て
い

る
。２

年
目
に
な
る
滞
納
が
あ
る

が
返
済
の
対
応
は
。

本
人
に
面
談
し
て
支
払
い
意
思

を
確
認
し
、
引
続
き
指
導
し
て
い

く
。

川
西
養
護
学
校
の
バ
ス
運
行
時

間
の
問
題
で
、
子
ど
も
に
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
放
課
後
児
童
育
成

室
の
無
料
化
も
検
討
し
て
い
な

い
。
柏
梨
田
の
町
有
地
の
活
用
に

公
平
性
の
疑
問
を
も
つ
。
ま
た
、

先
進
地
視
察
な
ど
の
費
用
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
教
育
行
政
に
大

き
な
遅
れ
と
な
っ
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
財
源

確
保
に
努
力
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
、

温
水
プ
ー
ル
や
天
文
台
の
整
備
に

加
え
、
幼
稚
園
・
小
学
校
に
緊
急

安
全
対
策
を
講
じ
る
な
ど
積
極
的

に
推
進
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

供
用
開
始
後
３
年
以
上
の
未

水
洗
が
多
い
が
、
そ
の
対
策
は
。

現
行
制
度
に
よ
り
促
進
し
て
い

き
た
い
。

留
学
生
の
貸
付
金
が
不
用
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
柔
軟
な
運

営
は
。

２
名
の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
審

査
の
中
で
対
象
外
と
な
っ
た
。
経

済
的
理
由
で
要
件
の
変
更
は
で
き

な
い
。

（
こ
の
他
、
農
業
共
済
特
別
会

計
を
含
む
８
特
別
会
計
は
、
全
会

一
致
で
認
定
）

第106号 平成15年（2003年）２月４日３

区　分 歳　入 歳　出 差引額

一 般 会 計 114億4,317万3,659円 109億9,767万9,107円 4億4,549万4,552円

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 14億5,695万1,698円 13億9,901万1,039円 5,794万659円

介護保険特別会計 8億2,305万258円 8億356万2,899円 1,948万7,359円

農業共済特別会計 3,899万8,765円 2,311万5,823円 1,588万2,942円

農林商工業振興資金特別会計 5,373万1,733円 2,400万円 2,973万1,733円

下水道事業特別会計 16億5,119万4,526円 11億3,862万1,123円 5億1,257万3,403円

奨学金特別会計 521万8,766円 358万1,000円 163万7,766円

合 計 173億1,356万4,535円 162億2,551万3,168円 10億8,805万1,367円

老人保健特別会計 18億3,851万2,996円 18億3,322万3,590円 528万9,406円

住宅改修・新築資金特別会計 273万2,134円 271万8,587円 1万3,547円

国

保

介
護
保
険

老
人
保
健

住
宅
改
修
・
新
築
資
金

農
林
商
工
業

振

興

資

金

下
水
道
事
業

奨

学

金

平成13年度 平成13年度 

決算総額 決算総額 
平成13年度 決算を認定 決算を認定 

その
使い
道は
？ 

特別会計

13年度 各会計決算状況

反
対
討
論

賛
成
討
論

一般会計



待
望
の

”

“
値
下
げ
実
現

第
３
１
４
回
定
例
議
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
24
日
ま
で
開

会
さ
れ
、
13
年
度
の
一
般
会
計
決
算
及
び
特
別
会
計
８
会
計

の
決
算
が
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
１
件
、
補
正
予

算
５
件
、
追
加
案
件
を
含
む
条
例
の
一
部
改
正
６
件
が
上
程

さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、

可
決
し
た
。

奥
村
眞
事
氏
の
選
任
に
同
意
。

任
期
は
16
年
12
月
22
日
ま
で
。

付
託
議
案
審
議
結
果

・
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

（
建
設
環
境
常
任
委
員
会
）

可
決
（
全
会
一
致
）

・
町
福
祉
基
金
条
例
の
一
部
改
正

・
町
奨
学
金
条
例
の
一
部
改
正

（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
）

可
決
（
全
会
一
致
）

第106号 平成15年（2003年）２月４日 ４

12
月
定
例
議
会

第
314 
回

6月分から
（詳細は7ページ）

水道水源の80％を占める“一庫ダム”

教
育
委
員
が
決
ま
る

補正予算の会計別補正額

会 計 補 正 額 補正後の総額等

一般会計 2億296万4千円 93億1,495万4千円

国民健康保険特別会計 1億5,196万4千円 14億9,571万2千円

農業共済特別会計 156万8千円 4,510万1千円

農林商工業振興資金特別会計 2,973万円 5,037万3千円

下水道事業特別会計 648万円 11億1,368万円



人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員

の
給
与
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

○
３
月
定
例
議
会

２
月
26
日
〜
３
月
27
日

た
だ
し
、
議
事
の
都
合
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
日
程
に
つ
い
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

本
会
議
・
委
員
会
の
議
事
録
は
、

役
場
議
会
事
務
局
・
図
書
館
・
日

生
連
絡
所
・
六
瀬
連
絡
所
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
議
会
事
務
局
へ

（

７
６
６
‐
８
７
１
０
）

特
別
職
の
給
与
の
う
ち
、
期
末

手
当
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

議
会
議
員
の
報
酬
の
う
ち
、
期

末
手
当
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

第106号 平成15年（2003年）２月４日５

総務企画常任委員会で審査し、本会議において
「採択」され、国に提出された。

地方財政運営は危機的な状況にあり、わ
れわれ自らの行政改革を一層積極的に進め、

財政の健全化に努めることは勿論であるが、増大す
る住民の行政サービスのニーズに応えていくために
は、地方税源の充実確保を図っていくことは極めて
重要である。
よって、平成15年度税制改正に当たっては、次

の事項について実現されるよう強く要望する。

１．固定資産税は、町村の財政を支える基幹税目で
あるので、平成15年度の評価替えに当たっては、
一層の負担水準の均衡化、適正化を推進し、その
安定確保を図ること。
２．ゴルフ場利用税は、廃棄物処理や環境対策な
ど、ゴルフ場所在の町村の行政サービスと密接な
関係を有し、町村の貴重な財源となっていること
から充実確保を図ること。
３．特別土地保有税は、土地の有効利用を阻害する
ものでなく、未利用地の有効利用の促進という現
在の土地政策に適合したものであることから、本
税については堅持を図ること。

（提出先）
内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学
大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、衆議院議
長、参議院議長

要旨

地方税源の充実確保に
関する意見書

意

見

書

国
へ
提
出

職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
会
の
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

★
今
後
の
議
会
日
程
★

★
議
事
録
の
閲
覧
は
こ
ち
ら
へ

★

特別職・一般職・議員の期末手当支給月数

特別職

改
定
前

６月 2.05月

12月 2.10月

３月 0.50月

一般職 議員

4.65月

2.05月

4.70月

2.05月

4.70月2.10月 2.10月

0.55月 0.55月

改
定
後

６月 2.25月
4.60月

2.25月
4.65月

2.25月
4.65月

12月 2.35月 2.40月 2.40月



第106号 平成15年（2003年）２月４日 ６

12
月
13
日
、
午
前
10
時
か
ら
付

託
２
議
案
を
審
査
。

町
福
祉
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

町
の
福
祉
の
振
興
を
図
る
経
費

に
あ
て
る
た
め
、
町
福
祉
基
金
の

全
部
又
は
一
部
を
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

基
金
の
運
用
益
が
少
な
く
、

基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
な
る

が
、
福
祉
の
将
来
的
な
展
望
を
見

極
め
て
の
改
正
か
。

現
在
、
基
金
運
用
は
利
息
を

充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

少
額
と
な
る
。
ま
た
、
寄
附
金
は

福
祉
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
い
う
寄
附
者
の
意
向
に
応
え
る

Ａ Ｑ 

こ
と
か
ら
も
、
基
金
そ
の
も
の
を

活
用
し
、
建
設
予
定
で
あ
る
（
仮

称
）
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
費

用
に
充
当
し
た
い
。

町
奨
学
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て町

奨
学
金
制
度
の
充
実
を
図
る

た
め
、
現
行
の
給
付
制
度
を
貸
与

制
度
に
一
本
化
し
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

高
等
学
校
生
（
高
等
専
門
学
校

生
１
年
〜
３
年
在
籍
者
を
含
む
）

に
対
す
る
給
付
を
貸
与
に
変
更
す

る
こ
と
に
よ
り
、
貸
与
制
度
に
一

本
化
し
、
奨
学
金
の
額
の
大
幅
な

引
き
上
げ
を
行
う
。

高
等
学
校
等
奨
学
金
（
高
等
専
門

学
校
生
に
つ
い
て
は
１
年
〜
３
年

在
籍
者
）

国
公
立
５
千
円→

１
万
５
千
円

私
立
　
１
万
円→

３
万
円

大
学
等
奨
学
金
（
高
等
専
門
学
校

生
に
つ
い
て
は
４
年
〜
５
年
在
籍

者
）国

公
立
８
千
円→

２
万
円

私
立
　
１
万
円→

３
万
円

（
金
額
は
い
ず
れ
も
月
額
）

受
給
資
格
者
の
範
囲
の
明
確

化
。受

給
者
に
対
す
る
通
学
助
成
に

つ
い
て
は
奨
学
金
に
一
本
化
。

奨
学
生
認
定
の
所
得
要
件
に
つ

い
て
は
、
日
本
育
英
会
の
所
得
基

準
を
参
考
と
し
て
策
定
。

そ
の
他
の
資
格
要
件
を
廃
止
。

制
度
改
正
に
あ
た
り
、
給
付
を

受
け
た
人
の
意
見
を
聞
い
た
か
。

今
ま
で
の
実
績
な
ど
か
ら
抜

本
的
な
制
度
の
見
直
し
を
し
た
た

め
、
特
に
意
見
を
聞
い
て
い
な
い
。

（
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
）

Ａ Ｑ 

町奨学金を 
　　　大幅に引き上げ 
町奨学金を 
　　　大幅に引き上げ 

委員会の
活動報告

文教厚生

奨学金制度の活用が望まれる



12
月
11
日
、
午
前
10
時
か
ら
付

託
議
案
を
審
査
。

町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

水
道
法
の
改
正
に
伴
い
貯
水
槽

水
道
の
管
理
規
定
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
水
道
料
金
の
値
下
げ
を

行
う
も
の
。

今
回
新
た
に
貯
水
槽
設
置
者

に
対
し
、
指
導
、
助
言
及
び
勧
告

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る

が
、
対
象
施
設
は
何
件
か
。

全
体
で
63
件
。
う
ち
10

以

下
が
18
件
、
超
え
る
も
の
が
45
件
。

今
回
の
改
正
に
、
小
口
使
用

者
（
一
カ
月
あ
た
り
５

以
下
）

の
基
本
料
金
は
１，
７
０
０
円
か

ら
７
０
０
円
と
大
幅
に
値
下
げ
さ

れ
た
が
、
５

以
下
及
び
５

か

ら
10

未
満
の
水
道
使
用
世
帯
数

は
。
ま
た
新
料
金
は
県
下
で
ど
の

く
ら
い
の
位
置
に
な
る
の
か
。

検
針
件
数
か
ら
５

以
下
は

７
・
３
％
、
６

か
ら
10

未
満

が
４
・
２
％
、
10

以
上
が
88
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。
県
下
で
69

事
業
体
あ
り
、
安
い
方
か
ら
３
分

の
１
程
度
の
位
置
に
な
る
。
阪
神

間
で
は
三
田
市
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な

る
。

料
金
の
見
直
し
に
よ
り
、
給

水
収
益
が
約
３，
０
０
０
万
円
の

Ｑ Ａ Ｑ Ａ Ｑ 

減
収
と
な
る
。
現
在
も
渇
水
の
問

題
が
あ
る
中
で
、
料
金
を
安
く
す

る
の
が
良
い
の
か
、
将
来
的
に
水

源
確
保
を
図
る
の
が
良
い
の
か
、

そ
の
考
え
は
。

渇
水
に
つ
い
て
は
、
少
雨
に

よ
り
一
庫
ダ
ム
の
貯
水
率
が
８
％

強
と
な
っ
て
い
る
。
新
聞
折
込
、

自
治
会
回
覧
、
広
報
等
で
節
水
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
水
源
確
保
に

つ
い
て
は
、
自
己
水
２，
２
０
０

の
ほ
か
に
新
た
に
自
己
水
源
を

Ａ 

求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
以

前
か
ら
県
で
計
画
し
て
い
る
県
内

を
連
絡
管
で
つ
な
ぐ
計
画
案
の
早

期
実
現
を
要
請
し
て
い
る
。

15
年
６
月
分
の
料
金
か
ら
適

用
と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

２
ヵ
月
検
針
を
実
施
し
て
い

る
の
で
、
会
計
上
、
15
年
度
会
計

か
ら
の
収
入
と
し
た
い
た
め
で
あ

る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

Ａ Ｑ 
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水
道
料
金
を 
　
　
　 

値
下
げ 
水
道
料
金
を 
　
　
　 

値
下
げ 

建
設
環
境

今後も大切にしたい水

水道料金比較表（税抜き） （単位：円）

（平成15年6月分から）
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11
月
11
日
　
神
奈
川
県
平
塚
市

６
市
の
首
長
が
集
ま
り
、
行
政
課

題
を
論
議
し
た
こ
と
か
ら
湘
南
市
研

究
会
を
発
足
さ
せ
た
。
今
ま
で
７
回

実
施
し
て
い
る
。
幹
事
会
と
専
門
部

会
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
講
演
会
等
の
実
務
的
な
企
画

立
案
を
手
が
け
て
い
る
。

11
月
12
日
　
神
奈
川
県
小
田
原
市

西
さ
が
み
の
２
市
２
町
の
研
究
会

と
２
市
８
町
の
２
つ
が
存
在
し
て
い

る
。
西
さ
が
み
は
メ
リ
ッ
ト
を
住
民

に
情
報
提
供
し
、
合
併
協
議
会
設
立

に
向
け
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

10
月
28
日
　
長
野
県
松
本
市

高
齢
者
福
祉
の
取
り
組
み
を
視

察
。
身
近
な
地
域
の
福
祉
拠
点
と
し

て
、
各
地
区
が
主
体
性
を
も
っ
て
進

め
て
い
る
「
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
」
や
、

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
事
業
と
し

て
、
信
州
大
学
医
学
部
と
の
連
携
に

よ
る
「
松
本
市
熟
年
体
育
大
学
」
事

業
に
つ
い
て
研
修
。
熟
年
者
の
科
学

的
・
医
学
的
な
観
点
か
ら
の
健
康
づ

く
り
の
推
進
と
、
体
育
振
興
の
重
要

性
を
痛
感
。
ま
た
、
浅
間
温
泉
の
温

泉
旅
館
を
改
修
し
、
高
齢
者
専
用
賃

貸
住
宅
と
し
て
活
用
。
あ
わ
せ
て
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問
介
護
事
業
を
推

進
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
で
あ
っ
た
。

10
月
29
日
　
長
野
県
諏
訪
市

生
涯
学
習
へ
の
積
極
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
修
。

11
月
６
日
　
愛
知
県
一
宮
市

一
宮
市
は
木
曽
川
流
域
に
あ
り
、

人
口
28
万
の
中
堅
都
市
で
あ
る
が
、

海
抜
が
３
ｍ
〜
16
ｍ
と
低
く
、
頻
繁
に

大
き
な
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
雨
水
対
策
は
市
の
重

点
施
策
と
位
置
付
け
、
小
・
中
学
校

の
校
庭
貯
留
や
、
個
人
、
企
業
に
雨

水
貯
留
施
設
の
補
助
金
を
交
付
す
る

な
ど
、
積
極
的
な
雨
水

流
出
抑
制
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

そ
の
他
、住
民
主
体
の
大

江
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
、環

境
循
環
型
農
業（
生
ご
み

堆
肥
化
）を
視
察
。

11
月
７
日
　
愛
知
県
犬
山
市

木
曽
川
の
清
流
と
里
山
に
囲
ま

れ
、
ま
た
、
日
本
最
古
の
犬
山
城
も

擁
す
る
環
境
・
観
光
都
市
で
あ
る
。

エ
コ
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
（
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）
等
が
活
躍
し
、

そ
の
保
全
と
活
用
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

市町村合併の取り組み
総務企画

雨水貯留施設の導入を
建設環境

熟
年
体
育
大
学
事
業
に
学
ぶ

文
教
厚
生

平塚市にて

熟年体育大学の授業

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト



― 今回の質問者 ―

・小森千加子議員・桝川 啓次議員・山 福市議員・池上 哲男議員・新賀 保議員
・下坊 辰雄議員・時 巖議員・福井 澄栄議員・國田 頼雄議員

定例議会第２日（12月17日）に、９名の議員が18項目について質問
しました。質問（Ｑ）と答弁（Ａ）の要旨を掲載しています。

― 町政を問う ―

問

６
月
議
会
で
「
子
ど
も
の
権

利
条
約
」
の
取
り
組
み
を
教
育
委

員
長
に
質
し
た
。
そ
の
時
の
答
弁

は
、
川
崎
市
の
「
子
ど
も
権
利
条

例
」、
世
田
谷
区
の
「
世
田
谷
区
の

子
ど
も
条
例
」
等
の
内
容
を
研
究

す
る
と
と
も
に
、
国
の
上
位
法
を

併
せ
て
研
究
す
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
６
ヵ
月
が
経
過

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
み
具
合
は
。

教
育
次
長

２
市
の
条
例
は
「
子

ど
も
を
単
な
る
保
護
の
対
象
と
し

て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
人
格
を

持
っ
た
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
び

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
す
る
条
約
を
ベ
ー
ス
に
し
た
内

容
。
取
材
の
中
で
、
２
市
と
も
条

例
設
置
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
っ
た
と
聞
い
た
。
本
町
は
条
例

策
定
ま
で
に
、
現
状
の
把
握
及
び

教
育
に
携
わ
る
者
の
意
識
改
革
が

必
要
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
校
則

の
見
直
し
・
児
童
生
徒
の
自
主
・

自
律
の
精
神
を
育
む
心
の
通
い
合

う
生
徒
指
導
の
あ
り
方
、
自
己
責

任
の
自
覚
と
他
者
を
思
い
や
る
心

の
涵
養
な
ど
を
育
む
「
心
の
教
育
」

の
充
実
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ

ン
ド
を
身
に
つ
け
た
教
員
の
養
成

な
ど
。

条
例
の
設
置
は
、
こ
の
過
程
で

論
議
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

第106号 平成15年（2003年）２月４日９

元気に遊ぶ子どもたち

一般質問 ここが

聞きた
いここが

聞きた
いここが

聞きた
い 一般質問 一般質問 

小森千加子議員

Ｑ 子ども権利条例設置の研究成果は 
Ａ まず教育に携わる者の意識改革が必要
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問

学
校
評
議
員
制
度
の
検
討
は
。

教
育
長

学
校
評
議
員
制
度
は
教

育
改
革
の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

捉
え
、
４
月
か
ら
小
・
中
学
校
に

お
い
て
順
次
設
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

問

小
規
模
校
の
将
来
像
は
。

教
育
長

児
童
数
の
推
移
と
と
も

に
教
育
効
果
を
考
え
研
究
す
る
。

問

生
涯
学
習
へ
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長

高
度
情
報
化
、
少
子
・

高
齢
化
等
の
時
代
の
変
化
を
敏
感

に
捉
え
、
主
体
的
に
対
応
で
き
る

学
習
活
動
の
支
援
を
行
う
。

問

文
化
財
の
保
護
対
策
は
。

教
育
長

文
化
財
の
保
存
に
あ
た

り
、
で
き
る
限
り
の
支
援
と
助
言
を

行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
を
図
る
。

問

家
庭
教
育
の
在
り
方
は
。

教
育
長

子
育
て
支
援
を
進
め
る

と
と
も
に
、
家
庭
教
育
の
重
要
性

に
た
ち
も
ど
る
活
動
を
進
め
る
。

問

青
少
年
問
題
へ
の
対
応
は
。

教
育
長

学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
絡
を
密
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
し
、
同
じ
歩
調
で

取
り
組
ん
で
行
く
。

問

経
済
の
活
性
化
・
人
口
増
は

望
め
ず
将
来
の
見
通
し
も
厳
し
い

状
況
に
加
え
て
、
少
子
・
高
齢
化

の
進
展
は
避
け
ら
れ
な
い
。
町
税

歳
入
等
の
減
収
が
現
実
化
し
て
い

る
中
で
、
地
方
行
政
の
自
己
責
任

が
問
わ
れ
て
い
る
。
従
来
の
成
長

型
財
政
運
営
か
ら
、
真
に
合
理
的

財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が

15
年
度
予
算
も
含
め
て
の
施
策
は
。

総
務
部
長

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

根
幹
と
な
る
目
標
人
口
の
達
成
が
心

配
さ
れ
る
と
と
も
に
、
既
存
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等

か
ら
転
換
期
と
認
識
し
て
い
る
。
歳

入
の
大
き
な
柱
で
あ
る
町
税
収
入
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
か
ら
歳

出
削
減
・
効
率
化
等
の
徹
底
し
た
行

政
改
革
を
進
め
る
。

町
長

地
方
財
政
の
厳
し
さ
は
本

町
も
例
外
で
な
い
。
歳
入
が
見
込

め
な
い
中
で
町
の
発
展
を
考
え
る

時
、
厳
し
い
と
認
識
し
て
お
り
歳

出
削
減
に
徹
底
し
た
行
革
を
進
め

て
い
る
が
、
望
ま
れ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
、
負
担
等
に
つ
い
て
も
目
を

向
け
る
と
と
も
に
、
国
の
権
限
委

譲
に
財
源
が
伴
っ
て
い
な
い
事
も

訴
え
、
総
合
的
に
考
え
町
政
に
努

め
る
。

一 般 質 問

Ｑ 

学
校
評
議
員
制
度
へ
の
教
育
長
の
考
え
は 

Ａ
学
校
評
議
員
は
４
月
か
ら
順
次
設
置
す
る

桝川 啓次議員

山 福市議員

Ｑ 社会経済状況を直視した行財政運営を 
Ａ 徹底した行政改革を着実に進める

学校教育の将来像は

経済情勢の悪化は家庭を直撃している



介
護
認
定
者
へ
も
所
得
税
減
免
の

適
用
を

問

介
護
認
定
者
も
所
得
税
控
除

の
対
象
と
す
べ
き
と
予
算
委
員
会

で
指
摘
し
た
が
、
検
討
の
結
果
は
。

住
民
生
活
部
長

要
介
護
認
定
者

５
８
１
名
中
、
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
は
１
７
３
名
。

要
介
護
１
以
上
の
場
合
は
障
害
者

控
除
に
該
当
す
る
と
考
え
、
本
年

度
の
確
定
申
告
に
間
に
合
う
よ
う

に
進
め
た
い
。

問

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
日
本

共
産
党
だ
け
が
独
自
減

免
を
求
め
て
き
た
が
、

厳
し
い
社
会
経
済
状
況

の
中
、
15
年
度
保
険
料

の
大
幅
な
値
上
げ
が
予

想
さ
れ
て
い
る
今
、
そ

の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

住
民
生
活
部
長

本
町

介
護
保
険
運
営
協
議
会

に
お
い
て
５
段
階
設
定

か
ら
低
所
得
者
に
配
慮

し
た
６
段
階
設
定
へ
の

拡
大
、
独
自
減
免
に
つ

い
て
協
議
願
っ
て
い
る
。

問

土
曜
日
の
午
前
中
子
ど
も
た

ち
に
開
放
し
て
い
る
「
子
ど
も
放

送
局
」
を
シ
ニ
ア
の
団
体
な
ど
に

も
開
放
し
、
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
は
。

教
育
次
長

各
種
団
体
、
地
域
の

方
々
に
自
由
に
活
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
普
及
に
努
め
る
。

問

今
、
全
国
各
地
で
犬
が
自
由
に

走
り
回
る
こ
と
が
で
き
る
公
園
の
整

備
が
進
ん
で
お
り
、
飼
い
主
の
マ
ナ

ー
向
上
と
犬
の
し
つ
け
指
導
・
人
と

犬
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
核
家
族
化
が
進
む
社

会
環
境
の
中
、
ま
す
ま
す
増
え
る
ひ

と
り
暮
ら
し
の
人
達
に
と
っ
て
は
、

犬
と
い
う
の
は
良
き
友
人
で
あ
り
家

族
の
一
員
と
し
て
私
達
の
生
活
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
心

の
支
え
に
ま
で
な
っ
て
く
れ
て
い
る

現
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
社
会

で
も
ス
ト
レ
ス
が
多
い
現
代
、
犬
達

に
と
っ
て
も
ず
い
分
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
る
世
の
中
の
よ
う
だ
。
愛
犬
が
快

適
に
暮
ら
せ
た
ら
飼
い
主
に
と
っ
て

も
快
適
で
よ
り
住
み
良
い
社
会
に
な

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
本
町
で
も
遊

休
地
な
ど
を
利
用
し
て
飼
い
主
と
愛

犬
が
の
び
の
び
と
走
り
回
れ
る
ド
ッ

グ
ラ
ン
パ
ー
ク
の
整
備
を
進
め
て

は
。

環
境
経
済
部
長

兵
庫
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
犬

の
飼
い
方
教
室
が
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
も
11
月
に

実
施
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

こ
の
教
室
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
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ド
ッ
グ
ラ
ン
パ
ー
ク
の
整
備
は 

Ａ
犬
の
飼
い
方
教
室
の
実
施
が
最
重
要

新賀 保議員

池上 哲男議員

Ｑ 介護認定者へも障害者所得控除を 
Ａ 本年度の確定申告に間に合わせたい

尼崎市にある県動物愛護センター

介護認定者にも所得控除適用を
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周
辺
事
態
法
の
施
行
に
伴
い
、

12
月
16
日
、
イ
ー
ジ
ス
艦
が
イ
ン

ド
洋
に
向
け
横
須
賀
港
を
出
港
し

た
。
米
軍
が
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力

攻
撃
の
た
め
に
後
方
支
援
を
行
う
。

「
周
辺
事
態
法
」
に
よ
り
「
武
力
攻

撃
事
態
」
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
自
衛

隊
は
そ
の
ま
ま
米
軍
と
一
体
と
な
っ

て
武
力
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。

問

有
事
法
制
が
施
行
さ
れ
れ
ば

自
治
体
の
権
限
が
な
く
、
総
理
の

命
令
が
強
く
な
り
、
ま
た
民
間
・

住
民
の
財
産
が
強
制
に
よ
り
買
い

あ
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
町
民
の

命
・
財
産
を
守

る
事
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
町

長
の
所
見
は
。

町
長

国
民
の
生

命
と
財
産
を
い
か

に
守
る
か
の
議
論

が
有
事
法
制
の
大

事
な
部
分
で
あ
る
。

当
面
そ
の
推
移
を

見
守
り
た
い
。

問

合
併
問
題
に
つ
い
て
、
３
市

１
町
の
借
金
・
基
金
も
明
ら
か
に

し
、
合
併
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
が
ど

う
な
る
の
か
。
３
市
に
合
わ
せ
て

本
町
の
手
数
料
が
値
上
げ
さ
れ
た

が
、
住
民
へ
の
負
担
や
サ
ー
ビ
ス

は
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
情
報
を
提
供
し
、
行
政
主
導
で

な
く
、
住
民
に
意
見
を
問
う
べ
き
。

企
画
部
長

住
民
の
意
識
を
尊
重

し
た
い
と
考
え
る
。

問

本
町
の
介
護
保
険
に
関
す
る
見

直
し
の
中
間
報
告
で
、
保
険
料
が

17
％
引
き
上
げ
ら
れ
る
試
算
が
さ
れ

て
い
る
が
、
全
国
平
均
の
そ
れ
は

11
％
強
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
住
民
に
対
し
理
解
と
納
得
の
い

く
説
明
責
任
が
あ
り
、
加
え
て
、
健

康
の
保
持
、
実
効
の
あ
る
介
護
予
防

事
業
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ

れ
か
ら
保
険
料
が
決
定
さ
れ
る
３
月

ま
で
の
間
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
検

討
さ
れ
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長

今
回
の
中
間
報

告
は
制
度
開
始
以
来
の
本
町
の
認

定
・
利
用
状
況
の
実
績
か
ら
試
算

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に
つ

い
て
は
、
今
後
地
域
の
意
見
を
聞

く
な
ど
、
と
も
に
考
え
て
協
働
・

実
行
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。

問

文
部
科
学
省
が
「
小
一
プ
ロ

ブ
レ
ム
」
の
解
消
に
む
け
て
、
15

年
度
か
ら
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小

学
校
の
間
で
指
導
の
内
容
や
方
法

を
全
国
15
ヵ
所
の
地
域
指
定
で
共

同
研
究
す
る
方
針
を
決
め
た
が
、

本
町
の
取
り
組
み
の
意
志
は
。

教
育
次
長

兵
庫
県
が
指
定
地
域

に
な
れ
ば
、
本
町
が
指
定
町
に
な

れ
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

一 般 質 問

下坊 辰雄議員

Ｑ 有事法制化で町民の命と財産は守れるか 
Ａ 命と財産を守るため議論が大事

Ｑ 

介
護
保
険
制
度
見
直
し
の
中
間
報
告
に
つ
い
て 

Ａ
認
定
・
利
用
の
状
況
か
ら
の
試
算
で
あ
る

時 巖議員

和気あいあいのデイサービス

ついに出港したイージス艦



問

福
祉
の
窓
口
を
一
本
化
す
る

よ
う
一
般
質
問
し
た
が
、
今
も
っ
て

改
善
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
た
ら
い

回
し
に
さ
れ
て
い
る
住
民
方
は
不
便

を
し
い
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
カ

ー
ル
ス
ル
ー
エ
市
で
は
「
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
」
を
設
け
、
住
民
登
録
な
ど

お
よ
そ
市
民
生
活
に
必
要
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
一
ヵ
所
で
で
き
、
市
民
も

窓
口
を
回
さ
れ
ず
、
待
ち
時
間
も
少

な
く
て
す
む
と
い
う
（
町
議
会
議
長

会
の
欧
州
視
察
の
報
告
よ
り
）。
町

長
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
部

長
制
を
導
入
し
た
が
、
住
民
に
は
ど

う
向
上
し
た
の
か
見
え
て
こ
な
い
。

各
課
の
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
部
長

を
窓
口
に
座
ら
せ
て
一
本
化
を
。

企
画
部
長

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
に
心
が
け
、
総
合
窓
口
も
設

置
し
て
い
る
。

問

寄
付
さ
れ
た
内
馬
場
の
土
地
に

ご
み
焼
却
場
を
建
設
し
な
い
よ
う
。

企
画
部
長

当
該
地
に
は
建
設
し

な
い
。
里
山
と
し
て
保
全
す
る
。

問

住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加
、
不

参
加
は
各
自
治
体
の
自
由
と
総
務

省
で
は
言
っ
て
い
る
が
。

住
民
生
活
部
長

住
民
が
選
択
性

の
余
地
は
な
い
。
接
続
を
止
め
る

と
い
う
考
え
は
な
い
。

問

町
税
収
入
減
な
ど
標
準
財
政

規
模
も
平
成
10
年
度
水
準
以
下
に

な
っ
て
、
内
実
は
行
政
コ
ス
ト
が

77
・
３
％
と
高
位
を
占
め
、
世
代
間

負
担
比
率
は
有
形
固
定
資
産
総
額

の
29
％
が
将
来
世
代
の
後
年
度
負

担
に
な
る
。

国
の
動
向
、
す
な
わ
ち
国
庫
補

助
負
担
金
の
量
的
縮
減
、
地
方
財

政
計
画
の
規
模
の
抑
制
と
地
方
交

付
税
の
見
直
し
、
税
源
移
譲
を
含

む
税
配
分
の
問
題
な
ど
、
三
位
一

体
の
改
革
は
予
算
編
成
に
少
な
か

ら
ず
影
響
す
る
が
、
新
年
度
予
算

の
輪
郭
大
筋
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

総
務
部
長

財
政
の
硬
直
化
は
さ

ら
に
進
む
と
予
想
さ
れ
る
、
行
政

改
革
の
推
進
、
事
務
事
業
全
般
に

わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
な
ど
、

歳
出
の
抑
制
に
努
め
る
。

問

情
報
の
共
有
化
は
分
権
意
識

の
高
揚
を
計
る
た
め
の
要
諦
だ
が

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
携
帯
端
末
な
ど
を
活
用
し
た

行
政
情
報
・
地
域
情
報
の
効
果
的

な
提
供
に
つ
い
て
。

企
画
部
長

15
年
度
に
地
域
情
報

化
計
画
と
し
て
ま
と
め
、
民
間
活

力
の
積
極
的
な
導
入
も
視
野
に
入

れ
て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

第106号 平成15年（2003年）２月４日13

Ｑ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
一
ヵ
所
で
で
き
る
仕
組
み
を 

Ａ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
総
合
窓
口
で
対
応

福井 澄栄議員

「○○はあちらです。」（総合案内窓口）

本町にも求められる行政改革

國田 頼雄議員

Ｑ 来年度予算の基本方針は 
Ａ 財政の健全性に留意しつつ推進する



と
う
こ
う
中
に

阿
古
谷
小
学
校

３
年

芦
谷

有
加
里

学
校
に
い
く
と
き

犬
を
見
た
。

く
び
わ
が
な
か
っ
た
。

す
ご
く
き
た
な
か
っ
た
。

大
き
な
犬
だ
っ
た
。

か
い
ぬ
し
は
い
な
い
の
か
な
。

ど
こ
の
犬
か
し
ん
ぱ
い
だ
っ
た
。

お
も
ち
つ
き

白
金
小
学
校

２
年

西
角

亮
汰

今
日
、
北
田
原
の
子
ど
も
会
で
お
も
ち
つ
き
を
し
ま
し
た
。
そ

の
お
も
ち
を
さ
と
う
じ
ょ
う
ゆ
と
き
な
こ
と
だ
い
こ
ん
お
ろ
し
と

あ
ん
こ
で
食
べ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ま
こ
ち
ゃ
ん
と
あ
り
か
く
ん
と
せ
い
や
く
ん
と
ぼ

く
と
み
ん
な
で
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
な
あ
。

14

い
な
が
わ
議
会
だ
よ
り
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たこたこ上がれ、天まで上がれ！！たこたこ上がれ、天まで上がれ！！たこたこ上がれ、天まで上がれ！！たこたこ上がれ、天まで上がれ！！

不況の底が見えず、倒産件数も過去最高を

更新するなど、国民生活はますます苦しくな

り、本町においても町税収入が大きく落ち込

んでいます。さらに、国においては今後サラ

リーマンの医療費値上げ、介護保険料の引き

上げ、配偶者特別控除の廃止、消費税の引き

上げも議論されています。

このような中、本町では水道料金の値下げ

や奨学金制度の拡充など、町民の支えとなる

施策が打ち出されました。

議会も皆様の願いに全力で応えていく決意

です。議会広報特別委員会も「いながわ議会

だより」が皆様と議会を結ぶパイプとなるよ

う、一同さらなる努力を行ってまいります。

また、ホームページをリニューアルしまし

たので、あわせてご覧ください。

こ
ど
も
た
ち
の
声

議会だよりは再生紙を使用し、地球環境に
やさしい大豆油インキで印刷しています。

ち

きゅ
うにやさしい

古
紙の利用・7

0％

ち

きゅ
うにやさしい

古
紙の利用・7

0％
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